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おめでとう！
府スポーツ賞 受賞

高等部３年 齋藤 悠真さんが11月30日に第77回国民体育大会・第22回全国障害者ス

ポーツ大会優勝者表彰式（第 22 回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」

フライングディスク競技の部）に出席し、京都府スポーツ賞を受賞しました。

新年を迎えて

今年は大雪の心配をすることもなく、穏やかな気候の中、新しい年を迎えることができました。
旧年中の御厚情に改めて感謝申し上げますとともに、本年も本校教育への変わらぬ御理解、御支援を

いただきますよう、よろしくお願いいたします。
令和４年には、サッカーのワールドカップがあり、最後まで諦めずにボールを追う姿、ゴールを狙う

姿から、多くの勇気をもらいました。ベテランの長友選手が後日、「後輩たちが新しい景色を見せてく
れました。」と、涙目でインタビューに応えている姿も印象的でした。ベスト８に残れなかったという
結果は同じでも、試合内容が違いました。物事の見方や考え方、言葉の掛け方で、次に向かう気持ちが
大きく異なると感じました。４年後がとても楽しみです。
学校においても、子どもたちの成長や努力を見逃さず、適切な言葉掛けをすることで、自己肯定感を

高め、次に向かう気持ちを育てていきたいと思います。
「言葉掛け」つながりのことですが、年末に実話に基づいた話題の絵本を読みました。バス停に立っ

ている全盲のおじさんに、小学生がそっと手を添え、「バスが来ましたよ」と、言葉を掛けるお話です。
一人でバスに乗るのが不安だったおじさんは、とっても嬉しかったそうです。その言葉掛けは毎日続き、
その子が卒業したら妹に、そしてその友だちにと受け継がれ、１０年以上続いたそうです。おじさんの
様子を見ていて、言葉を掛けた小学生の優しい気持ちと行動に移す勇気は素晴らしいと思いながら読み
ました。そして、読み終えたとき、学校での子どもたちの姿が浮かびました。
朝、スクールバスから降りてもゆっくりしたくて座り込む子がいると、そっと近くに行き、言葉を掛

け一緒に歩く先輩。行事の前に緊張している子に、「大丈夫。」と、寄り添っている友だち。忙しそう
な友だちに代わって進んで給食の食缶を運ぶ友だち。学校の中には思いやりと、それを行動に移す優し
さ、勇気に溢れていました。
『自分が嫌だったことは、友だちにもしない。』『自分が嬉しかったことは友だちにもする。』と、
いったことを当たり前のようにやっている素晴らしい子どもたちがたくさんいます。
子ども同士の思いやり、指導者からの寄り添いと励ましを受け、様々な課題を前向きに捉え、挑戦し

てきた与謝の海の子どもたち。１、２学期に挑戦したことが３学期の学習で確かな力となり、次年度に
繋がるよう指導して参ります。
今年度から３年間の研究テーマを「地域協働取組」とし、学校や子どもたちと地域社会をつなぐ全て

の教育活動を通して、研究や実践を進めます。地域で生活する子どもたち、高等部卒業後は地域社会で
働く子どもたちが、周りの人や環境としっかりとつながり、生き生きと地域に暮らし、「地域で光る」、
そしてその光で「地域を照らす」。目指す学校像や開校からの理念に基づき、地域とのつながりを大切
にして、安心できる環境の中で、目の前にある一つ一つのことに挑戦する子どもたちを育てる学校であ
りたいと考えています。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

校長 髙橋 佳美

ホテルルビノ京都堀川にて



１月10日(火) ３学期始業式 ２月１日(水) 高等部 入学者選考(内部生)

16日(月) PTA学習会 10日(金) PTA総会(書面)・参観日

26日(木) 高等部 入学者選考(外部生) 17日(金) 入学説明会

30日(月) 高等部 入学者選考(内部生) 24日(金) 小学部 卒業を祝う会

※行事等は変更する場合があります。

５月の“田植え”から始まり、全校で取り組んできた稲作りの取組の集大成として、
各学部で“収穫祭”を行いました。今月号では、小学部と中学部の様子を紹介します。
※高等部は３学期に予定していますので、次回紹介します。

小学部は、12月９日（金）にお餅つきと鏡餅作りをしました。事前
の学習では、これまでの稲作りを振り返り、収穫した餅米を触ってみる
体験をしたり、杵を持ち上げて餅つきの練習をしたりしました。指導者
が年神様に扮して登場し、「鏡餅は幸せを運ぶ神様のおうちなんだよ」
と、鏡餅を飾る理由を学びました。
収穫祭当日は、みんなで力を合わせて力強く餅をつき、とっても柔ら

かいお餅ができました。つきあがったお餅で一人一人心を込めて鏡餅を
作り、教室がお正月の雰囲気になりました。

中学部は、12月2日（金）に収穫祭を実施しました。「文化の

伝承として餅つきの体験をする。」「収穫祭の準備や片付けを通し

て、みんなで力を合わせて取り組む。」をねらいに準備から片付け
までみんなで協力して取り組みました。
前日準備では、グループに分かれて各分担の準備をしたり、早

く終わったら他のグループの手伝いをしたりと協力して準備を行
いました。
収穫祭当日は、重たい杵を持って力強く餅つきをする姿に、友

だちから「よいしょ！」といった掛け声や拍手が上がりました。
育てた餅米がお米からお餅になっていく様子に興味津々でした。
餅つきの後は、餅花づくりに取り組み、赤黄白の３色のお餅を丸
めて、彩り豊かに枝に飾りをつけました。

12月7日（水）に本校体育館で高等部1組から4組の4学級、8日（木）に宮津市「Space HAMAKAZE」にて5組

から8組の4学級の生徒たちが、学習活動で製作した物品・製品の販売会を実施しました。店頭販売で、足を運んでい

ただいたお客様に「ありがとうございます。」と心をこめた接客ができました。また「HAMAKAZE」の販売は生徒が

チラシを配り、呼びかけも行いました。多くのお客様に製品を購入していただきました。ありがとうございました。
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